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社会福祉法人明志会及び楠久保育園の概要

社会福祉法人明志会

昭和５９年４月４日

①楠久保育園（定員６０人） 山代町

・乳幼児の最善の利益を尊重し、すこやかな発達を目指します。
・仏教保育を根底に「まことの教育」を実践します。

命の尊さと生きる喜びを感じとり、身近な自然や社会の慈しみに感謝すると共に、大人から十分愛されることにより、
明るく落ちついた生活が営めるよう、家庭・職員間・地域との連携をはかりながら互いに認め合い、共に育ちあう。

１ いのちを大切にし、人も自分も大切にできる子
２ 「ありがとう」「ごめんなさい」が素直に言える子
３ 聞く態度を身につけ、よく考えて正しく行動できる、けじめのある子
４ お互いに仲良くし、助け合い、元気いっぱい遊べる子

４月 入園式、歓迎ピクニック、子ども交通教室、内科・歯科検診
５月 花まつり、歯磨き指導、検尿
６月 運動会、つき・ほし午睡開始（～8/28）
７月 プール開き、お泊り保育（つき）
８月 色水あそび
９月 おにぎり会、なかよし参観日
10月 バス旅行（つき、ほし、ゆき）、いもほり、内科・歯科検診
11月 発表会、検尿
12月 防災訓練、マラソン大会、クリスマス会、
２月 豆まき、涅槃会、ようこそおじいちゃんおばあちゃん（つき）、お別れ会食（つき）、体育教室発表会、保護者会
３月 ひな祭り、バイキング、卒園式

お誕生会、交通教室、避難訓練、食育活動、環境活動、体育教室、English、リトミック、ぶっくん、フッ素洗口（任意）
スイミング（任意）

おやつクッキング、サッカー教室など



牧島保育園の運営に関する考え方

【基本方針】 ○毎日色々なものの命をいただいて生きていることを知り、感謝の気持ちを育てる。
○季節の野菜を育て、収穫し食べることで、旬を知り、食に関する興味をもつ。
テーマ：食と健康、食と人間関係、食と文化、いのちの育ちと食、料理と食

【取組】 ○自園給食・行事食の提供、バケツ米の栽培、季節の野菜作り
○クッキングの実施（5歳児）、保護者への給食、おやつの試食の実施
○食育エプロンシアター、梅干し作り、おにぎり会などの食育活動の実施

【学校との連携】
子どもたちの育まれた資質・能力をふまえ、意見交換や交流の機会を設けるなどして、小学校就学へ向けての円
滑な接続に努める。
（例）１年生授業参観及び意見交換、保育園参観、就学前の保育園参観及び意見交換、小学校運動会参加（年長
児）、新入学児童健康診断

【地域との連携】
地域行事への参加、作品の出品を行うこと、園の行事への地域住民の方への招待により交流等を行う。

開園前に、児童の状況の把握，保育内容・行事等の把握などを行うことにより、移管前と変わらぬ保育の継続がで
きるように努める。
また、希望する臨時雇用職員の再雇用により、職員が全て入れ替わってしまわないよう配慮する。
保護者との信頼関係を構築するため、保護者との対話の機会を設ける。

・災害共済給付掛金保護者負担分 280円
・佐賀県保育会保護者協力金 200円
・主食費徴収による完全給食の実施 年額6,000円（月額500円）
・卒園記念アルバム代金（年長児） 6,500円程度
・スナップ写真代 実費
・バス旅行代金 3,000円程度

外部講師に依頼しての特別保育活動を行う
・体育教室 ：幼児期に適した運動種目・運動量を専門講師に指導してもらう
・英会話 ：幼児期から英語に慣れ親しみ、外国への関心を深める
・リトミック ：音楽の中で楽しみながら、身体を動かし、遊びの要素を取り入れながら、自然に「集中力」「見る力」

「聴く力」「考える力」を身につける。

全て実費徴収


